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謹
賀
新
年

昨
年
中
は
本
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
変
わ
ら
ず
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に

つ
と
め
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
四
年
元
旦
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【社会福祉事業協助者】（写真左より）
　吉

よし

井
い

　澄
すみ

明
あき

　様

　岡
おか

田
だ

　桂
けい

子
こ

　様

　福
ふく

馬
ま

　功
のり

子
こ

　様

　貞
さだ

森
もり

　智
ち

津
づ

子
こ

　様

　福
ふく

服
はら

　喜
き

久
く

美
み

　様

（宇津戸地区在宅福祉ひまわり連絡会）

（個人表彰）

（いきいきシニア小国）

（朗読ボランティアコスモスの会）

（さわやか手話サークル）

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
２
年
続
き
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
等
に
よ
り
、
事
業
も
縮
小
や
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
の
自
助
努
力
と
お
互
い
が
支
え
合
い
助
け
合
っ
て
明
る
く
楽

し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
支
援
体
制
づ
く
り
を

三
本
柱
と
し
、
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
声
か
け
見
守
り
活
動
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
通
院
・
買
い
物
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
も
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
気
持
ち
も
新

た
に
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
り
に
、
皆
さ
ま
の
限
り
な
い
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

世
羅
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会
長

新
年
の
ご
あ
いさ
つ

新
年
の
ご
あ
いさ
つ

令
和
３
年
度 

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

会
長
表
彰 

受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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「
街
頭
募
金
」
を
実
施
し
ま
し
た

　
10
月
2
日
と
12
月
4
日
に
、
甲
山

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
・
パ
オ
と
、
道

の
駅
世
羅
に
て
街
頭
募
金
を
行
い
ま
し

た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
に
募
金
へ
ご
協
力
い

た
だ
き
、
合
計
六
一
，
九
一
二
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
甲
山
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
〉

　
甲
山
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
で
は
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
並

び
に
高
齢
者
世
帯

の
方
々
を
対
象
に
、

交
流
会
や
悩
み
ご
と
相
談
、
生
活
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
12
日
に

は
、
交
流
会
と
し
て
『
親
睦
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
』
を
開
催
さ
れ
、
雨
模

様
の
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
が
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
一
緒
に
お
話
も

楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
が
と
て
も
印
象

的
で
、
人
と
直
接
会
っ
て
話
の
出
来
る

場
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改
め
て

感
じ
た
1
日
で
し
た
。

〈
宇
津
戸
地
区
在
宅
福
祉
ひ
ま
わ
り
連
絡
会
〉

　
宇
津
戸
地
区

在
宅
福
祉
ひ
ま

わ
り
連
絡
会
で

は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
方

等
を
対
象
に
、

お
弁
当
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
年

2
回
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
26
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
で
お
弁
当
を
手
作
り
さ
れ

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
世
羅
の
宿

ひ
が
し
の
お
弁
当
を
皆
さ
ん
に
お
渡
し

し
ま
し
た
。

〈
西
大
田
地
区
振
興
会
連
絡
協
議
会
〉

　
西
大
田
地
区
振
興
会
連
絡
協
議
会
で

は
、
12
月
4
日
に
世
代
間
交
流
事
業
と

し
て
、
し
め
縄
づ
く
り
を
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
方
々
が
講
師
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
し
め
縄

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
縄
を
な
っ
た
り
、

飾
り
を
つ
け
た
り
、
一
つ
一
つ
の
作
業

を
一
人
で
行
う
こ
と
が
難
し
く
、
声
を

か
け
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
、
立
派
な

し
め
縄
が
完
成
し
ま
し
た⁂

　
「
良
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
ね
」
と
皆

さ
ん
笑
顔
で
し
め
縄
を
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

共
同
募
金
ニ
ュ
ー
ス

共
同
募
金
ニ
ュ
ー
ス

街頭募金の様子（10月道の駅）

街頭募金の様子（12月パオ店）

グラウンドゴルフ終了後に、
ストーブを囲んでそれぞれに
おしゃべりを楽しみ、表彰式
も行われました★

みんなで協力しながら
作成しました！

お
弁
当
は
１
つ
ず
つ
、
役
員
の
皆
さ
ん
で

袋
に
入
れ
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

皆さま、ご協力
ありがとうございました。

　
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た

募
金
を
財
源
に
、
町
内
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
11
月
・
12
月
に
行
わ
れ
た
活
動

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

立派なしめ縄の完成！
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　11月25日（木）津名地区振興協議会主催にて電動カート講習会が開催されました。
　講習会には、39名の津名地区の方が参加され、㈱
セリオ福山営業所より電動カートの説明、試乗体験
が行われました。
　11時からの講習会でしたが、早く来られた方が電
動カートを見ながら熱心に質問され、業者の方が丁
寧に回答されていました。
　講習は、座学講習の後、駐車場で実際の運転を体
験されました。運転された方からは、「楽しかっ
た。」「運転は簡単だった。」との声を聞くことが
出来ました。
　質問と回答は、次のとおりです。

　久保　恵梨（くぼ　えり）です。
　世羅町の福祉のまちづくりに向けて、皆さまとお話をしながら世羅町のいい
ところをたくさん見つけていきたいです。私は、世羅町に移り住み３年目にな
ります。まだまだ知らないことがたくさんありますので、ぜひお話をしにサロ
ンや地域活動の場にお邪魔させてください。広報の担当をしていますので、取材等にも行かせ
てください。世羅町社会福祉協議会（甲山自治センター内）でもお待ちしています。よろしく
お願いいたします。

電動カート（シニアカー）の講習会が開催されました

①免許証は、要るのか。 要りません。

②道路のどこを走るのか。 歩行者の扱いで、右側通行。自動車と対面するため、
注意して運転してください。

③スピードはどれくらい出るのか。 最高時速６㎞（人が、早足で歩く速さ）
④１回の充電でどれくらい走るのか。 条件によるが、約 30 キロメートルくらい
⑤バッテリーは、何年持つのか。 ３年～５年くらい
⑥バッテリーは、いくらするのか。 ５万円から６万円
⑦外出してバッテリー切れで止まった
ら、充電には、何時間かかるか。

満充電には、12 時間かかる。少し走るだけでも、４、
５時間は充電が必要

⑧購入価格は、いくらするのか。 新車が、388,000 円。中古車が 198,000 円（中古車のバッ
テリーは、新品に交換）

⑨介護保険で、リースは出来るのか。 世羅町では、要介護２以上

⑩その他、業者より

ライトはあるが、昼間に他の人に対する目印
くらいの明るさで、夜間の走行はできません。
雨天時は、故障の原因となるため、走行
できません。ノーパンクタイヤになって
います。

（令和３年11月1日付採用）
よろしくお願い申しあげます。新入職員新入職員
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世羅高等学校生徒と一緒に窓拭きをしました！

かろやかさん（国原美吹様）の紹介とインタビュー

かろやかさん（協力員）募集！

ちょっとした困りごとがあればご相談ください！

Ｑ てごねっと活動をされてどう思われていますか。

窓拭きワイパーを使用した後、
手拭きできれいにしました。

利用者と一緒に窓拭きをしました。 なかなかできない高い場所の
窓拭きをお願いしました。

　国原美吹様は、定年退職後世羅町にお住まいです。自分にで
きることのお手伝いをしたいと社協に相談に来られ「てごねっ
と活動」を紹介しました。時間とお手伝いの内容があえば色々
な活動をお願いしています。

Ａ　「色々な出会いがあって楽しいです。一緒に活動する協力
員と友達になったり、利用者の出会いが自分の勉強になり
ます。困りごとのお手伝いがあれば声を掛けてほしいで
す。やりがいにもなっています。」

　と頼もしい声をいただきました。

　12月８日（水）の活動には世羅高等学校生活福祉科３年生８名の生徒に協力頂き、２班に分かれ
利用者宅を訪問し、かろやかさん（協力員）と一緒に窓拭きを行いました。

　暮らしの中でちょっとした困りごとを抱えている方の相談に応じ、お手伝いができる方につな
げ、住民同士のお互いさまのきもちで支え合う活動「かろやかてごねっと」を進めています。
　年末にかけて、掃除、窓拭きの要望も多くあり世羅高等学校の生徒の協力を頂き活動を行いまし
た。

利用者（Mさん）から
　窓拭きを手際よくしていただき綺麗にな
りました。素直で優しい生徒さんと一緒に
過ごすと元気がでました。ありがとうござい
ました。

世羅高等学校福祉科生徒より
・大変だけどキレイになるところを見てやりがい
を感じました。楽しくてまたやりたいと思いま
した。
・普段掃除をしないけど、楽しく掃除ができました。

かろやかてごねっとだより

お問い合わせ先
世羅町社会福祉協議会
本所：０８４７－２２－３１６２
支所：０８４７－３７－１３３５

外出介助外出介助

衣類の整理衣類の整理
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依頼会員
提供会員
募集中！

世羅町ファミリー・サポート・センターだより第30号 令和４年１月号

さくらんぼ通信
子育ての援助をしてほしい人と子育ての援助をしたい人が会員となって地域で助け合います。

献血にご協力ありがとうございました。

活動報告

研修会の開催報告

次回交流会のお知らせ
内　容：親子で凧揚げ作り
日　時：令和４年２月27日（日）13:30～15:30
場　所：甲山自治センター２階多目的集会室
対象者：ファミサポ会員、子育て中の方
その他：人数制限（５～８組）
申込先：世羅町社会福祉協議会　0847－22－3162
※コロナ感染状況によって中止や変更する場合があります。

　令和３年11月26日（金）に甲山農村環境改善センター、世羅保健福祉
センターにて400ml献血を実施しました。ご理解ご協力を頂き、ありが
とうございました。
　参加者　計68人（うち献血者59人）
　世羅町献血推進協議会では、今後も、職員一同、献血者の皆さまの善
意に感謝し、町民の大切な生命を守るという使命を果たして参ります。

令和３年度第１回研修会
　10月21日（木）大田自治センターにてファミサポ会員とカ
フェおおた子育てサロン参加者と合同で赤十字幼児安全法講習
を行いました。いざという時慌てないよう看病の仕方、応急手
当の方法を学びました。
令和３年度第２回研修会
　12月１日（水）甲山自治センター和室にて子どもの関わり方
等の研修や、活動についての情報交換を行い今後の活動に向け
て前向きな話し合いを行いました。

日曜・祝日の預かりや、コロナ感染症のため学校行事に人数制限があり連れて
行くことができない子どもの預かりを行いました。

提供会員（乙川
様）はＡ君を何度
か預かっており、
Ａ君もすっかり慣
れ、楽しく絵本を
読んでいます。

提供会員（貞森
様）は、子ども
好きです！滑り
台で一緒に遊ん
でいます。

赤十字幼児安全法講習赤十字幼児安全法講習

親子で凧揚げ作
り

【お問合せ先】
　〇世羅町社会福祉協議会
　　（世羅町献血推進協議会事務局）
　　TEL(0847)22-3162
　〇世羅町健康保険課
　　健康推進係
　　TEL(0847)25-0134
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　10月から小国地区で生活支援コーディネーター（生活支援員／福祉支援員）が配置されたの
で、どのような活動をされているかお話をうかがいました。
（※すでに、津名・山福田・西大田・黒川地区では生活支援員（コーディネーター）が配置され、名称は各地区で異なります。）

地地域密着型取材域密着型取材
地域あんしん活動 ～きずな～ コーナー
地域あんしん活動 ～きずな～ コーナー

vol.4

　住民同士が支え合う仕組みづくりを支援す
るのが生活支援員（コーディネーター/福祉
支援員）です。
　主には、「地域で暮らす人」と「支援する
人やサービス」を つなぐ ことが役割です。

生活支援コーディネーター
（生活支援員／福祉支援員）は、
こんなことに取り組みます。

そ
の
①

そ
の
②

そ
の
③※地域性によって取り組み方は異なります。

自宅訪問やサロンなどの集まりへ
参加して、直接「声」を聴きます。

生活ニーズや地域の取り組みなど共有で
きるように話す場づくりを支援します。

みんなで必要な支援を考え、支え合う仕組みづ
くりを支援します。

勤務日：火・木曜日
連絡先：小国自治センター
　　　　（0847）37-1005

Ｑ　
な
ぜ
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

　
ネ
ー
タ
ー
に
？

　
約
５
年
前
に
小
国
地
区
に
移
住

し
て
き
ま
し
た
。

　
な
に
か
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
ず
っ
と
考
え
な
が
ら
、
保

育
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
話
が
自
治
だ
よ
り
に
出

た
時
に
、
「
も
っ
と
自
分
自
身
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
自

分
が
世
羅
に
帰
っ
て
き
た
意
味
で

は
」
と
思
い
、
着
任
し
ま
し
た
。

Ｑ　
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　
地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
こ

と
や
地
域
の
情
報
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
人
ひ
と
り
に
明
か
り

が
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
情
報
を
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。

最
後
に
伝
え
た
い
こ
と

　
分
か
ら
な
い
点
が
多
く
、
勉
強

中
の
部
分
が
あ
り
、
聞
か
れ
た
こ

と
に
上
手
く
答
え
き
れ
な
い
部
分

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
笑
顔
が
取
り
柄
な
の
で
、
気
軽

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
あか

瀬
せ

　尚
なお

美
み

 さん

小国地区 安心してありのままの自分が出せる地域に！

生活支援コーディネーター（生活支援員／福祉支援員）って？ 訪問での生活状況の把握

地域の情報の把握と発信

地域の元気を支える仕組みづくり
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　甲山自治センターで講座を開講しました。今、デジタル化
が進み年賀状も手書きから印刷に代わってくる中、あたたか
い気持ちで新年を迎えることができるよう、気持ちのこもっ
た消しゴムはんこを作成しました。
　最初は、デザインカッターの刃の向きや彫り方に苦戦さ
れ、とても難しそうでした。しかし、参加者同士で分からな
いところやスムーズな彫り方があれば、自然と話し協力しな
がら作成していました。完成した消しゴムはんこは、一つひ
とつ想いのあるものとなりました。

　修善院で講座を開講しました。コロナの影響により外出等
規制がかかり、気持ちが沈む日々が多かった１年間でした。
　そんな中、気持ちをリフレッシュするために座禅講座を企
画し、修善院住職　神田敬州様のご協力のもと、本格的な座
禅を体験しました。

座禅をすることは人生で初めてだったので、全てが新鮮でした。
とてもリフレッシュでき、楽しい講座となりました。

「みんなの生涯学習講座2021」「みんなの生涯学習講座2021」をを
開講しました。開講しました。

「自分だけの消しゴムはんこづくり講座」

「気持ちリフレッシュ！座禅体験講座」

11/27
（土）

12/11
（土）

【準備物】
■消しゴム
■デザインカッター
■トレーシングペーパー
■カッター
■カッターマット
■スタンプインク
■鉛筆

座禅のポイント
足元：感覚を研ぎ澄ますため裸足になる。
姿勢：頭が天井から糸でつるされている

感覚。
目線：斜め下30°の位置に視線を置き、

目は軽く開く。
呼吸：腹式呼吸を意識する。

お問合せ先
本　　　所：☎（0847）22-3162
世羅西支所：☎（0847）37-1335

サロン活動で消しゴムはんこを
作ってみたいと思った方!!
一緒に作ってみませんか？
気になる方はご連絡ください。

感想
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つ
ぎ
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
ご
寄
附
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の

み
な
さ
ま
の
福
祉
の
た
め
に
、
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
三
年
九
月
か
ら
令
和

三
年
十
一
月
末
ま
で
に
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ま
こ
と
に
勝
手
な
が
ら
敬
称

な
ら
び
に
、
金
額
・
物
品
の
内
容
は
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
香
典
返
し

東
上
原　

徳
原　
　

栄
（
故
ミ
ユ
キ
）

徳　

市　

廣
山　

淸
治
（
故
シ
ゲ
コ
）

賀　

茂　

金
髙　
　

誠
（
故　

昭
彦
）

寺　

町　

小
池　

英
之
（
故
ヒ
ロ
メ
）

宇
津
戸　

野
村　
　

守
（
故　

正
夫
）

田　

打　

平
林　

寛
史
（
故�

子
）

赤　

屋　

松
崎　

伸
一
（
故　

凱
久
）

青　

近　

大
谷　

秀
則
（
故　

定
昭
）

黒　

渕　

福
重　

倉
一
（
故
ト
ミ
ヨ
）

小
世
良　

京
楽　

忠
行
（
故　

昭
子
）

中　

原　

田
丸　

黎
子
（
故　
　

学
）

青　

水　

近
藤　

芳
子
（
故　

洋
三
）

本　

郷　

山
田　

栄
治
（
故　

磯
榮
）

宇
津
戸　

内
海　

京
一
（
故
ト
シ
子
）

下
津
田　

神
田　

里
志
（
故　

秋
夫
）

下
津
田　

石
田　

龍
雄
（
故　

清
子
）

西
神
崎　

内
海　

弘
俊
（
故
智
恵
子
）

広
島
市　

東　
　

義
弘
（
故　
　

勇
）

�

（
故　

智
子
）

小　

国　

森
永　

通
明
（
故　

昌
男
）

　

中　
　

上
川　

隆
男
（
故
キ
ヌ
ヱ
）

黒　

川　

茗
加　

昭
憲
（
故　

昭
治
）

長　

田　

糀
原　

武
子
（
故　

秋
男
）

小　

国　

森
永　

通
明
（
故
ス
ミ
エ
）

山
中
福
田　

栗
原　

陽
枝
（
故　

修
治
）

下
津
田　

吉
田　

幸
男
（
故　
　

務
）

小　

国　

福
場　

彰
夫
（
故
向
井
オ
シ
ヱ
）

匿
名�

１
件

◎
見
舞
返
し

伊　

尾　

森　
　

次
郎

下
津
田　

中
田　
　

勇

藤
沢
市�

㈱
小
林
商
行　

三
件

匿
名�
三
件

西
上
原�

世
羅
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

合
計　

五
五
四
、
四
一
二
円

☆
本
会
への
寄
附
金
は
、所
得
税・住
民
税・法

人
税
の
寄
附
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
フ
ー
ド
バ
ン
ク

西
大
田
振
興
会
連
絡
協
議
会

奥　
　

輝
也

匿
名�

十
五
件

◎
そ
の
他

広島司法書士会所属　司法書士　近村義昭
 三次市三和町下板木４３０（月～土）

ちかむら司法書士事務所

土地・建物の相続・名義変更、抵当権抹消、法人設立、
役員変更などの登記、遺言、成年後見相談など
お電話いただければお伺いします。ご相談、お見積りなど
お気軽にお問い合わせください。

0824-52-3545
0824-52-3546FAX

電話

ま
ご
こ
ろ

ま
ご
こ
ろ

【
広
告
】

お伝えしたい事がたくさんあります。
社会福祉法人会計システム「メイプル会計」
障がい者通所施設運営システム「メイプル日誌」

ナビック情報サービス有限会社
福山市赤坂町早戸1797-1 Tel（084）949-2575
www.navicinfo.com

月 日 曜日 重　点　相　談 開　設　場　所 開設時間 関係機関

1 26 水 相続なんでも相談（要予約） 社会福祉協議会本所 13：30～17：00 尾道公証役場

2 16 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会支所 10：00～16：30 弁護士法人リーガルジャパン

3 23 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会本所 10：00～16：30 弁護士法人リーガルジャパン

令和３年度　ふれあい相談所開設予定

【お問合せ先】
　●本所　〒722-1121 世羅郡世羅町西上原426-3 世羅町社会福祉協議会本所 ☎２２-３１６２
　●支所　〒722-1701 世羅郡世羅町小国3393 世羅町社会福祉協議会世羅西支所 ☎３７-１３３５

※お困りごとがある際は社会福祉協議会の職員が随時相談対応いたします。お気軽にお越しください。

　フードバンクは、家庭で食べきれない食料品（食品ロス）などをご寄附いただき、さまざまな理由によ
り困窮され、食料品を必要としている方へ届ける活動です。今ある食料品を大切にし、必要な方へ届ける
ことで、「もったいない」から「ありがとう」へつなげる活動に取り組んでいます。

ご寄附
いただきたい
食料品

■麺類　　■保存食品（缶詰・瓶詰等）■インスタント、レトルト食品
■乾物（のり・豆など）　■菓子類　■飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）
■調味料・食用油　■ギフトパック（お歳暮・お中元等）など

※未開封で賞味期限がおおむね2ヵ月以上あるもの  ※常温保存が可能なもの  ※生鮮食品は受付できません。

ご家庭で 食べきれない食料品 はありませんか?

フードバンク事業へご協力お願いします!!



～世羅西地区の教室～

～甲山・世羅地区の教室～

広告募集

　社会福祉法人世羅町社会福祉協議会
　お問い合わせ　本所 TEL（0847）22-3162
　　　　　　　　支所 TEL（0847）37-1335

世羅町社会福祉協議会では，広告掲載をし
て頂けるスポンサーを募集しています！

「せら社協だより」に広告を掲載しませんか。
掲載料は，一枠につき表紙８千円・中紙４
千円・裏表紙６千円です。その他，封筒等
の広告スポンサーも募集中です。

10せら社協だより

【
広
告
】

〒722-1121
世羅郡世羅町西上原572-1
TEL（0847）22-3535
FAX（0847）22-0158

一般、業務用精米、玄米、
自然食品販売、製粉 品質の選眼力と

確かな精米技術で
「おいしいせら米」を
各地にお届けします。

　地域型支援センターさくらでは要介護１～５の介護認定を受けられているご家族を自宅で介護さ
れている方のために家族介護教室を月１回実施しています。
　昨年11月の家族介護教室では、谷平了香さんに「クリスマスリースづくり」を指導していただ
きました。

ご参加を希望される方は、地域型支援センターさくらまでご連絡をお願いします！

家族介護
教室 クリスマスリースづくりに挑戦！！クリスマスリースづくりに挑戦！！

　　　　　　　社会福祉法人　世羅町社会福祉協議会　地域型支援センターさくら
　　　　　　　　　甲山・世羅地区　担当：大原・泉　電話：0847-22-5147
　　　　　　　　　世羅西地区　　　担当：三尾　　　電話：0847-37-1335


